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平成 19年 12月定例教育委員会会議録 

 
１．日 時 平成 19 年 12 月 19 日（水）午後２時 40 分～ 
 
２．場 所 市立公民館・中央地区公民館２階 講座室３ 
 
３．出席者 
  委員長 毛利 髙二  委員長職務代理者 夏原 晃子    
  委 員 坂田 忠義  委 員 宮﨑 慶次  教育長 永本 定芳 
 
４．事務局出席者 

教育次長兼教育総務部長 西田 寛    生涯学習部長   川口 憲一 
学校教育部長      川端 成章   生涯学習課長   鍋谷 佐和子 
総務課長        黒澤 武明   スポーツ振興課長 松田 周光 
学校管理課長      児嶋 英幸   郷土文化室長   近藤 利由   
学校教育課長      小池 俊一   図書館長     杉岡 洋 
人権教育課長      山下 信   総務課参事    須賀 俊介 
産業高等学校事務長   池田 幸夫   総務課参事       柿本 邦彦 

 
開会 午後２時 40 分 

前回会議録について異議なく承認された。本会議録署名者に夏原委員長職務代理者を 
指名した。傍聴人１名。 

 
報告第 88号 平成 20年度当初予算要求について 
○ 黒澤総務課長 

平成 20年度当初予算要求について、課別に平成 20年度要求額・平成 19年度当初予算 
額・増減比・主な内容を説明する。12月中に財政課ヒヤリング、1月下旬に予算内示を 
受け、３月定例市議会に上程予定です。 
○ 夏原委員長職務代理者 
  学校管理課の浜小学校大規模改造工事と耐震改修工事は、何年程度必要な事業ですか。   
○ 西田教育次長 
  浜小学校大規模改造工事は２年間の継続事業、耐震改修工事は 10年程度必要と考えて 

います。児童・生徒は、多くの時間を学校で過ごしていますので、耐震改修事業を急ぐ 
必要があると考えています。   
○ 坂田委員 
  小中学校は災害時の避難場所にも指定されていることもあり、早急な対策工事が必要 

と考えます。 
○ 永本教育長 
  いずれにしても、子どもの命に関わる事業は、教育委員会としては最優先に取り組む 
 べきだと考えています。 
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報告第 89号 第 14回産業教育フェアの開催について 
○ 池田産業高等学校事務長 

第 14回産業教育フェアの開催について、目的・生徒作品展示・生徒自作デザイン衣装

によるファッションショー・周知方法を報告する。 
○ 夏原委員長職務代理者 
  周知方法については、近隣の中学校や府文化情報センター等にも情報提供すればよい。 
○ 池田産業高等学校事務長 
  検討いたします。 
 
報告第 90号 生涯学習課への寄付について 
○ 鍋谷生涯学習課長 

生涯学習課への寄付（その１デスクトップパソコン１台、その２絵画 1点）について、 
寄付品名・寄付目的・寄付者・寄付年月日を報告する。 

 
報告第 91号 平成 19年度岸和田市青少年問題協議会事業について 
○ 鍋谷生涯学習課長 
 平成 19年度岸和田市青少年問題協議会事業について、１．青少年健全育成集会、２． 
岸和田市・小田原市青少年活動交流事業を報告する。 

○ 夏原委員長職務代理者 
  岸和田市と小田原市と交流を始めた経緯はどのようなことですか。 
○ 鍋谷生涯学習課長 
  人口もほぼ同じで城下町である等、市の状況が似ているからと聞いています。 
 
報告第 92号 第 61回岸和田市民駅伝競走大会について 
○ 松田スポーツ振興課長 

第 61回岸和田市民駅伝競走大会について、日時・場所・コース等を報告する。 
 
議案第 40号 岸和田市総合体育館休館日の変更について 
○ 松田スポーツ振興課長 
  岸和田市総合体育館休館日の変更について、休館日・理由・周知方法を説明する。 
○ 毛利委員長 

本件は、原案どおり承認とする。 
 
その他 
○ 松田スポーツ振興課長 
  体育館・市民プール等スポーツ施設の使用料について、きしわだ行財政再生プランに 

基づき、料金改定（案）を 1 月の定例教育委員会に提出いたしますので、審議をお願い 
いたします。 

○ 宮﨑委員 
前回の教育委員会で報告のあった全国学力・学習状況調査の結果ふまえ、教育委員会 

としての具体的な対策をまとめるべきである。 



3 

○ 坂田委員 
  学校教育の面だけでなく、家庭での生活も含めた総合的な対策を検討すべきである。 
○ 永本教育長 
  この件は教育委員会として幅広い議論が必要と考えるので、教育委員としての意見を 

お聞きしたい。 
○ 夏原委員長職務代理者 
  悪い面を指摘するよりも、良い面を伸ばすことも重要である。 
○ 宮﨑委員 
  学校関係者も含めて幅広い分野から意見を聞いて検討すべきである。そのために学校 

において、どのような対応を検討しているのかを知りたい。 
○ 小池学校教育課長 
  現在、各学校における対応を集約していますので、まとまり次第報告いたします。  

研究フォーラムを行う予定もあります。また、小学校における英語教育についての研究 
発表が 1月 31日に予定されています。 
○ 毛利委員長 
  全国学力・学習状況調査の結果への対策は、各学校の対応がまとまり次第、報告いた 

だき、さらに議論することとします。 
 
 
閉会 午後４時 30 分 
 
 
 
本会議録に相違ないことを認め署名する。 
 
 
 
 
委員長 
 
 
 
 
 
 
署名委員 


